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つがる市の屏風山（びょうぶさん）広域農道（通称：メロンロード）を北上すると、道路右側に広大な牧

場が現れ、のんびり草を食べる牛の姿が見えてきます。ここは、つがる市営車力屏風山牧野（ぼくや）とい

い、つがる市唯一の公共牧場で、市内で飼育されている牛（黒毛和牛）が約 150頭放牧されています。この

牧場では、昨年度から、牧草地などの整備のほか、津軽地域では初めてとなる肉用牛の冬期預託施設を整備

する「つがる北部地区草地畜産基盤整備事業」を実施しています！！ 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西北版第 33号 平成 30年 9月 28日発行 

西北地域環境公共調整会議事務局 

〒038-2761 西津軽郡鰺ヶ沢町舞戸町字鳴戸

384-37 

西北地域県民局地域農林水産部 畜産課 

   

   

津軽地域では初めてとなる肉用牛の冬期預託施設を整備します！！ 

（西北地域県民局の巻 その 33） 

 

 

環境公共 通信 
“地域づくりの新しいかたち”環境公共 

 

つがる北部地区草地畜産基盤整備事業 

つがる市 

道路右側の屏風山牧場の看板が目印！ 

 

 

至 鰺ヶ沢方面 ↓ 

車で北上！ 



 

環境公共通信 西北版第 33号 

～新たな公共牧場の役割 肉用牛の冬期預託施設の整備～ 

 

    

 

 

【まさ君】 牧場ではふだんどんな仕事をしているの？ 

【おべ様】 牧場では、夏の間、農家の人から牛を預かって放牧しているんだ。牧場の人は毎日、

朝と夕方に放牧している牛を１か所に集めて、ケガや病気をしていないか確認している

んだよ。だから、牛を預けている農家の人は、安心して米や野菜作りができるんだよ。 

【まさ君】 じゃあ、冬は何をしているの？暇なの？ 

【おべ様】 青森県のほとんどの牧場は、夏の間だけ牛を放牧して、雪が降って牧草がなくなる前

に農家の人に牛を返すという方式をとっているんだ。これを「夏山冬里方式」（なつや

まふゆさとほうしき）って言ってるんだけど、確かに冬は牧場に牛がいなくなるから、

牧場の人はちょっと暇なのかもね！ 

でもね、まさ君、今つがる市の牧場で、冬の間も農家の人が牛を預けられる施設を作

ることにしているんだよ。これが完成すれば津軽地域では初めての施設ってことになる

んだ。だから、牛を飼っている人たちがみんな注目しているんだよ。 

【まさ君】 へぇ、だったらさぁ、農家の人が冬に暇になるってことじゃないの？ 

【おべ様】 そうじゃないんだよ！まさ君。今、農家の人は子牛の値段が高いから、もっと牛を増

やしたいと思っているんだ。でもね、牛を増やすためには自分で新しい牛舎を建てなけ

ればならないし、お金や手間もかかるでしょ。それを牧場がやってくれたら、農家の人

はお金も手間もかけずに牛を増やすことができるってわけ。その増えた分を牧場が冬の

間も預かってくれるってわけだ。 

【まさ君】 牛を増やすために必要な施設なんだね。 

【おべ様】 そうだよ。でも、冬も牧場で牛を預かるってことは、冬の間のえさも夏の間に確保し

ておかなければならないってことだから、牧場の人はちょっと大変だね。 

この牧場の施設は今年度設計作業を行い、再

来年に完成するみたいだから、完成したらいっ

しょに見に行こう。 

「環境公共」ホームページ：http://www.pref.aomori.lg.jp/sangyo/agri/kankyoukoukyou.html 

冬期預託施設（完成イメージ） 

 

冬期預託施設の内部（完成イメージ） 

 

 


